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年 始 挨 拶 
世田谷区介護サービスネットワーク代表 辻本きく夫 

 世田谷区介護サービスネットワーク会員の皆様、新年明けましておめでとうござい

ます。昨年中は本ネットワークの研修やイベントなどにご参加いただきありがとうご

ざいました。 
 さて、ご承知のように本年 4 月には介護保険法の大改変が待ち受けております。要

支援者の利用できるサービスが大幅に変更になる(世田谷区は平成 28 年度から実施予

定)ほか、利用者 2 割負担の導入、介護報酬の大幅改訂など、利用者への負担増に加え、

介護サービス事業の根幹を揺るがす制度改正になることは避けられない状況です。 
 若干の朗報といえるのは保険者の権限が強まることです。要支援者に対するサービスのあり方につ

いては、昨年より事業者団体として世田谷区と話し合いを続けています。また、世田谷区介護サービ

スネットワークとして初めて世田谷区に対して要望書を提出しました。今後も世田谷区最大の事業者

団体として、より良いサービスの実現に向けて積極的に情報発信してまいりたいと思います。 
今年、世田谷区介護サービスネットワークは発足 15 年目を迎えます。研修等のサービスの質向上

を目指した活動と共に、事業者団体としての情報発信や連携に一層の力を入れてまいります。 
本年もこれまで以上のご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

〜訪問介護連絡会〜「ケアマネジャーと一緒に話そう」を開催しました 

 訪問介護連絡会では、平成 26 年 11 月 25 日（火）

梅ヶ丘パークホールにて、世田谷ケアマネジャー連

絡会のご協力により「お互いの連携を深めるために」

ということをテーマに、ＫＪ法を用い、相互の問題

点を探り、より良い連携の仕方について考えました。 
ファシリテーターの西和子氏（ＮＨＫ学園非常勤

講師・介護福祉士・介護支援専門員・介護教員）の

誘導により、職種間の連携は、「ここをこう伝えると

相手の仕事がうまくいくのではないか」ということ

を考えて連携を図ることが大切であり、そのための

スムーズな連携のポイントは、 
①能動的な姿勢でアドバイスを求める。（自分の考え

をまず考えてから連絡する） 
②状況に応じて、他の専門職へ連絡する。（専門職と

して自分で考える） 
③専門職としての学びを深める。（個人の学を深め

る） 
 また、サービス提供責任者やケアマネジャーは、

直接現場で利用者にかかわるヘルパーからの情報は

とても大切なため、それぞれが「何でも言ってもら

える自分」になる

よう努力する。 
「聞いた」「伝え

た」そして結果を

返さなくては伝え

たことにはならな

いとの言葉が印象

的でした。 
 介護保険の訪問

介護サービスの質

が向上するために

は、サービス提供

責任者が重要な役割であることを再確認し、「サービ

ス提供責任者もケアマネジャーと対等に話し合うこ

とができるよう、もっと力をつけることが必要」と

の発言があり、若いサービス提供責任者から「訪問

介護連絡会でサービス提供責任者の知識や技術向上

のために力を入れていこう！」と発展的な意見がで

ました。 

         訪問介護連絡会幹事 塚原洋子 
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「障害を理解するとはどういうことか？」 
研修グループは第 3 回スポット研修として「障

害」についての研修を行いました。講師として世

田谷総合支所保健福祉課障害支援担当係長の宮川  
善章氏にお話ししていただきました。長年障害者

支援に携わってこられたというだけあって、障害

をもった方々が地域の中で一人の人間として暮ら

していくための理解は何が必要なのかを実例をあ

げて教えていただきました。たとえば電車の中で

「その席は僕が座るからどいて」と言われた時、

あなたはどうしますか？彼らには彼らの世界があ

り、「その椅子の場所は自分の席」というこだわり

があるので譲って上げることで落ち着くというこ

とです。  
 宮川氏の経験を踏まえた対応の仕方など学び、

その後参加者の方よりの質問をいただきました。

ヘルパーとして、看護師として、ケアマネとして、

それぞれの立場で困難なことなど忌憚なく話あい、

参加者にとっても現場の意見が聞け、良かったと

の感想が多くみられました。  
講師の宮川氏の語り口調は物静かで優しさあふ

れる研修でした。  
研修グループ代表 宮川英子  

『デイサービスに求められる口腔ケア』  

通所連絡会では、平成 26 年度第 4 回定例会と

して、12 月 16 日火曜日に成城ホール集会室 E に

て、歯科衛生士の十時久子先生を招き『デイサー

ビスに求められる口腔ケア』を開催しました。  
 昨年に続き好評の講習会です。専門的な講義の

後、2 名一組になりお互いの口の中に手を入れて

噛む・飲むなど高齢者がどのような動きで食事動

作をしているか？実践的な講習会を開催しました。

会場内では職場で利用者さまの口腔ケアを行って

いるスタッフが大半でしたが、先生の熱心な指導

に耳を傾け、専門的な知識や技術を直接指導して

頂きました。  
 会場はとても楽しい雰囲気のなかで皆さんとて

も熱心に参加頂き本年度も大成功の講習会が開催

できたと思いました。また世田谷区介護保険課の

藤森係長より次年度の介護保険改正に伴う通所介

護の説明と翌年実施予定のアンケートに関する説

明を頂きました。  
 本年度予定もあと 2 回定例会として、2 月 17
日に認知症・3 月 17 日に情報交換会など通所系事

業所の必要な情報を中心とした講習を開催してい

く予定です。  

通所連絡会 代表  
おおしま整形喜多見介護センター 土井知紀  
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在宅介護経営部会例会 「在宅介護の行方・制度改正の動向」 

11 月 14 日（金）、服部万里子講師(日本ケアマ

ネジメント学会副理事長など歴任)をお迎えして、

法改正に向けた事業所の在り方を学びました。 

全事業所に向け何が変わるのか、どう対処して

いくべきか、分かりやすくお話し頂きました。そ

の熱い思いと考え方には参加者一同、頷くことば

かりでした。多くの参加者が集った事も、関心の

高さ以上に必要性のあらわれではないかと思うば

かりです。 

地域包括ケアの新たな流れ、その動向を見極め

るべく、連携協働の視点を如何にして持つか。介

護職の価値の見せようにはどう努めていくのか。

この時期だからこそ再考すべきヒントが各職種に

合わせて教示されました。在宅をつかさどる介護

の存在意義は高まるばかりであ

る事。お力頂くまとめとなりま

した。 

ただ事業者としても、まだま

だ学ぶべきことが多くあるとも

感じました。参加者それぞれの協働が、事業者の

在るべき姿を具体的にしていける。その為に今後

も、連携して更なる向上に努めていくべき点、確

認したのでないでしょうか。 

大変有意義な時間になりましたこと、感謝にか

えて報告致します。 

在宅介護経営部会代表 磯﨑寿之 

 

〜リレー随筆〜  

介護の世界はおもしろい。人の生きざまが見える。職業や住んでいた環境で個性がでる。 

老人になった時、介護が必要になった時、何が一番、欲しいのか。生き涯、やりがい、おもしろみ。 

当社の介護士の平均年齢は五十六才。老・老・介護に近いか。人生八十年時代、私はそれで良いと思う。 

近く、平均年齢を引き上げていた人が辞める、六十八才である。「七十才までやったら」私は何才までやれる

かな・・・・・ 

来年は六十五才、年金をもらって、また、やろうーと。 

サピエンスヘルパーセンター 市川 裕 

 

世田谷区からのお知らせ 

「ケアマネジャー等対象の在宅医療研修」について（医療と福祉の連携事業） 

介護サービスの提供に関わる方等を対象に、在宅医療に関する知識や技能の向上を目指した研修を開

催します。 

第１回 日 時 ：平成２７年１月１４日 (水) 午後７：００～９：００  

会 場 ：三茶しゃれなあどホール  （世田谷区太子堂２－１６－７） 

内 容 ：在宅医療の標準化に向けて安全で優しい投薬を目指して（グループワークあり）  

 講師 ： 薬剤師会 

第２回 日 時 ：平成２７年２月５日 （木) 午後７：００～９：００  

会 場 ：世田谷区民会館集会室  （世田谷区世田谷４－２１－２７） 

（１）内 容 ：高次脳機能障害について   講 師 ：玉川病院   和田 義明氏 

（２）内 容 ：認知症と家族支援について  講 師 ：桜クリニック 高頭 忠明氏 

申込方法：前日までに「参加申込書」により、下記ＦＡＸまたはメールでお申し込みください。 

参加申込書は区のホームページからダウンロードしてください。 

http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/105/145/613/616/d00032787.html 

【お問合せ】計画調整課地域医療担当 電話：５４３２－２６４９ ＦＡＸ：５４３２－３０１７ 

 

http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/105/145/613/616/d00032787.html
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 会員事業所の研修、イベントの情報を掲載します。ネットニ

ュースは、隔月に発行します。希望者は、事前に事務局にお

問い合わせください。ただし、掲載できるのは非営利の研修、

講演会、イベント等に限ります。 

 

問い合わせ先 
社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団  
世田谷区福祉人材育成・研修センター  
電話：03(5429)3100、FAX：03(5429)3101 
 

研修情報・イベント情報 

【世田谷区介護サービスネットワークの今後の予定】 

◆研修グループ☆  

1）  「福祉用具大展示会」  

～見て！聞いて！さわって！体験しよう～ 

会場：平成 27年 1月 16日（金）18：30～21：00 

2）  「音楽で癒しを（仮）」  

平成 27年 2月 20日（金） 

会場：成城ホール CD 

◆通所連絡会☆  

1）「認知症の研修会」  

 平成 27年 2月 17日（火） 

 会場：成城ホール CD 

 講師：都立松沢病院・新里医師 

2）「介護保険改正についての情報交換会」  

 平成 27年 3月 17日（火） 

会場：成城ホール CD 

◆全体会検討小委員会☆ 

1）地域包括ケアを考える集い～地域から・業種を超えて～ 

世田谷区内 3つの会場で開催します。ワールドカフェで地域

包括ケアを本音でざっくばらんに語り合いませんか？世田谷

区から地域包括ケアの情報提供もあります！！ 

① 2月 13日（金）玉川区民会館会場  締切 2月 3日 

② 2月 25日（水）世田谷区民会館会場 締切 2月 15日 

③ 3月 11日（水）烏山区民会館会場  締切 3月 1日 

詳しくは同封のチラシをご覧ください。 

サポートメンバーも募集します！ご応募よろしくお願いしま

す！ 

◆【世田谷区福祉人材育成・研修センターの研修予定】☆ 

1) サービス提供責任者（現任）研修  

平成 27年 1月 14日（水）18：30～20：30 

会場：研修センター 

2)  認知症ケア研修（基礎編）  

平成 27年 1月 20日（火）14：00～17：00 

会場：三茶しゃれなあどホール 

3)  相談援助研修  

平成 27年１月 22日（木）14：00～17：00 

  会場：研修センター 

4)  ケアマネジャー（現任）研修  

平成 27年 1月 27日（火）14：00～17：00 

会場：世田谷区民会館集会室 

5)  ケアマネリーダー養成研修  

平成 27年 1月 27日（火）14：00～17：00 

会場：世田谷区民会館集会室 

6)  サービス提供責任者（現任）研修  

平成 27年 2月 12日（木）18：30～20：30 

  会場：研修センター 

7)  認知症ケア研修（応用編）  
平成 27年 2月 12日（木）14：00～17：00 

会場：北沢タウンホール 

８）ケアマネジャー（現任）研修  

平成 27年 2月 13日（金）14：00～17：00 

会場：三茶しゃれなあどホール 

９）ケアマネリーダー養成研修  

平成 27年 2月 13日（金）14：00〜17：00 

会場：三茶しゃれなあどホール 

10）精神障害者ホームヘルパー実践研修Ⅱ  

  平成 27年 2月 19日（木）14：00〜17：00 

  会場：研修センター 

11）認知症ケア研修（基礎編）  

  平成 27年 2月 20日（金）14：00〜17：00 

  会場：研修センター 

 

〜イベント情報〜 

第６回せたがや福祉区民学会  
【日時】 平成 27 年 2 月 28 日（土） 正午～午後 5 時 30 分 
【会場】 駒澤大学駒沢キャンパス（世田谷区駒沢 1-23-1） 

 
 

☆印の研修等について詳しくは下記にお問い合わせくだ

さい。 
世田谷区福祉人材育成・研修センター 
電話：5429-3100 

 

編集後記  

◆ ようやく編集作業が終わりました。今年は本

当に多くの人に出会う事のできた一年でした。

出会ったすべての人に感謝です。皆様、新年も

良い年に。（楠田） 

◆今年も多くの人にお世話になりました。この小

紙が皆様のお手元に届く頃には新たな1年が 

 
始まっていることと思います。おそらくこ

の先の1年は世田谷区介護サービスネット

ワークにとってとてもだいじな年になる

予感がします。介護事業を取り巻く諸問題

に対して事業者団体として、明確なメッセ

ージを出して行きたいと思います。(辻本) 
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